
①１学期後半、苦手分野の復習をしよう！ 
 １学期の学習内容の中に、苦手な内容や定着が不十分な内容がいくつかあると思います。それらは夏休みが来

るまでにしっかりと復習しておくことが大切です。苦手克服を後回しにしておくことは「百害あって一利なし」です。苦手

を放っておくと、その内容はますます分からなくなり、後になって復習しようと思ったときには何倍もの苦労をすること

になります。中学生・高校生の皆さんは期末テストが近づいています。中間テストでの反省点を期末テスト対策に生

かして取り組みましょう。中間テスト対策では学校の提出課題に追われ、思うようにテスト対策学習ができなかった

人が多かったように思います。自分が思っているよりも早くからテスト対策を始めることが大切です。学聖館で日ごろ

からお話ししている通り、目安は期末テストから逆算して一カ月前から対策スタートです。期末テストに向けては余裕

をもった学習ができるように自身の学習パターンをどんどん改善していきましょう。 

 

② 〔小１～中３〕学力テスト６月号のお知らせ 
 来る６月１５日(土)に今年度最初の学力テストを実施し

ます。学力テストに挑戦することで、全国の同学年の生徒

との比較、学習定着度の確認、次に向けた学習目標な

ど、多くの情報を得ることができます。 

 事前に「出題範囲表」と「対策問題集 PAL」を配付しま

すのでテスト実施日までしっかりと準備をしましょう。出題

範囲の内容について、苦手分野があれば塾で質問してく

ださい。 

★振替受験をご希望の場合はお早めにご相談ください。 

 

③ 受験生の皆さんへ…入試までの残り時間は？ 
 受験生の皆さんにとって入試はまだ先の来年の出来事という認識であることが普通だと思います。しかし、実際の

ところ入試までに残された時間は本当にわずかです。例えば、現在の６月から公立高校入試が行われる来年３月ま

で、ざっくり１０カ月とします。高校入試の試験科目は５科目なので、１０÷５＝２ということで、単純に１科目あたり２カ

月です。１科目あたり３学年分の復習が必要なので、２カ月（６０日）÷３＝２０日ということで、１科目・１学年分の復

習は２０日です。１学年あたり３学期分の復習が必要なので、２０÷３＝約６.７日となり、１科目・１学年・１学期分の

復習に使える時間は約６.７日しかありません。もちろん、この時間の中に食事、睡眠、部活、趣味なども含みます。こ

のように実際の数字で見ると、すでに本格的に受験勉強に取り組んでいなければいけない時期なのです。現実に気

付いた人から動き出しています。受験生としての自覚をもって、毎日しっかりと学習しましょう。 
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④検定取得を応援します！ 
 検定といえば「英検」が有名ですが、「漢検」や「数検・算検」にも多くの人が挑戦しています。各検定に合格すると、

資格として認められるので、入試や就職などの際、人物評価を高める材料として大いに役立ちます。各学年の学習

内容に合わせて毎年ひとつずつ級を上げて挑戦する人、先取り学習をして学年レベルよりも上の級に挑戦する人な

ど、検定の挑戦方法は様々です。ただ、各検定は下の表の通り、日程が決まっています。直前にあわてて対策をし

ても効果はありませんので、目標とする日程に向けて日々学習に取り組みましょう。 

★第４２７回｢数検・算検｣個人申込は６/１１(火)〆切です。 

★１０月の英検・漢検に挑戦予定の皆さんは、今から対策をスタートしましょう。 

 

 

☆【英検・数検・算検】学年レベル以上の級を目指した先取り学習をご希望の方はご相談ください。 

☆【漢検】漢字の読み書きだけでなく、部首、同音異義語、四字熟語など様々な知識が必要です。 

☆上の表は本会場で実施する個人受検の日程です。準会場（学校等）で実施する場合は別日程もあります。 
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